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ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
二
〇
一
五

年
五
月
二
二
日
（
金
）、
標
記
の
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
（
会
場
：

ジ
ェ
ト
ロ
本
部
）。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
五
月
二
二
～
二
三
日
に
福
島
県

い
わ
き
市
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
太
平

洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
７
）
に

あ
わ
せ
て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
持

続
可
能
な
開
発
と
資
源
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
二
つ
の
基
調
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
た
。
以
下

そ
の
要
旨
を
紹
介
し
よ
う
。

●
基
調
報
告
①
「
太
平
洋
島
嶼
国

に
お
け
る
中
国
の
天
然
資
源
開

発
」

　
（
報
告
者
／
タ
ル
チ
シ
ア
ス
・
カ
ブ

タ
ウ
ラ
カ
［T

arcisius K
abutaula-

ka

］
ハ
ワ
イ
大
学
太
平
洋
諸
島
研
究

セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

　

中
国
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
天

然
資
源
を
求
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
投
資

を
展
開
す
る
が
、
太
平
洋
島
嶼
地
域
に

お
い
て
も
中
国
の
投
資
が
過
去
一
〇
年

で
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
投
資

に
対
す
る
意
見
は
多
様
で
あ
る
。
中
国

企
業
の
投
資
は
環
境
・
労
働
慣
行
な
ど

の
問
題
の
ほ
か
、
内
政
不
干
渉
の
方
針

が
む
し
ろ
現
地
の
貧
弱
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

や
汚
職
を
助
長
す
る
と
い
っ
た
批
判
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ィ
ジ
ー
が
二
〇

〇
六
年
の
ク
ー
デ
タ
後
、
太
平
洋
諸
島

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
や
英
連
邦
か

ら
資
格
停
止
を
受
け
る
な
ど
孤
立
す
る

と
、
中
国
は
フ
ィ
ジ
ー
へ
の
投
資
を
行

い
、
密
接
な
関
係
を
構
築
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
開
発
途
上
国
の
側
で
は
、
投

資
や
援
助
に
あ
た
っ
て
国
際
金
融
機
関

や
欧
米
諸
国
が
求
め
る
厳
し
い
条
件
を

課
さ
ず
、
ま
た
、
貿
易
自
由
化
で
特
恵

的
待
遇
を
失
っ
た
途
上
国
に
新
た
な
市

場
を
提
供
す
る
中
国
を
、
価
値
あ
る
投

資
家
あ
る
い
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
捉

え
る
見
方
も
あ
る
。
中
国
は
太
平
洋
島

嶼
地
域
に
お
い
て
は
新
た
な
プ
レ
ー
ヤ

ー
で
あ
っ
て
、
現
段
階
に
お
い
て
そ
の

投
資
・
援
助
の
量
は
先
進
国
と
比
べ
て

ま
だ
小
さ
い
。
鉱
業
で
は
、
中
国
企
業

が
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
ニ
ッ
ケ
ル
、

フ
ィ
ジ
ー
で
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
鉱
山
を

所
有
・
経
営
す
る
。
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
国
は
日
本
、

台
湾
、
韓
国
と
な
ら
ぶ
買
い
手
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
島
嶼
国
す
べ
て
が
強

い
関
心
を
も
つ
漁
業
で
は
中
国
の
延
縄

漁
船
の
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
同
地
域

の
漁
業
に
お
い
て
中
国
は
今
や
最
大
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
。
政
府
か
ら
補
助

金
を
受
け
る
中
国
企
業
に
地
元
企
業
が

競
争
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
政
策
イ

ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
島
嶼
国

は
中
国
企
業
と
の
関
係
が
自
分
た
ち
に

利
益
と
な
る
よ
う
に
政
策
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
も
目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
中
国
は
個
別
に
二
国
間

交
渉
を
行
う
傾
向
が
あ
り
、
漁
業
に
関

す
る
ナ
ウ
ル
協
定
な
ど
多
数
国
間
取
り

決
め
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な

ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

●
基
調
報
告
②
「
太
平
洋
島
嶼
民

に
と
っ
て
の
持
続
可
能
性
―
―

サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
指
向
の
開
発
」

　
（
報
告
者
／
関
根
久
雄
・
筑
波
大
学

大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
）

　

関
根
報
告
は
、
こ
れ
ま
で
排
除
や
改

革
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
サ
ブ
シ
ス
テ

ン
ス
を
、
豊
か
さ
や
自
律
・
自
尊
と
い

っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状
態
と
し
て
捉
え

直
す
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
指
向
の
開
発
を

提
唱
す
る
。

　

太
平
洋
島
嶼
国
は
国
内
市
場
の
狭
隘

性
、
国
際
市
場
か
ら
の
地
理
的
な
隔
絶
、

地
域
内
で
の
拡
散
性
、
人
的
資
源
の
少

な
さ
を
特
徴
と
し
、
開
発
を
通
じ
た
経

済
成
長
を
追
求
す
る
う
え
で
大
き
な
困

難
を
抱
え
る
。
海
外
の
移
民
か
ら
の
送

金
、
外
国
政
府
や
国
際
機
関
か
ら
の
援

助
、
天
然
資
源
開
発
か
ら
の
収
入
と
い

っ
た
自
国
の
生
産
力
の
拡
大
に
直
接
関

係
の
な
い
レ
ン
ト
収
入
に
依
存
す
る
。

一
般
に
太
平
洋
島
嶼
地
域
で
は
サ
ブ
シ

ス
テ
ン
ス
経
済
が
人
々
の
日
常
生
活
の

な
か
に
維
持
さ
れ
、
人
々
の
生
活
の
豊

か
さ
を
支
え
て
い
る
。
農
作
業
、
漁
撈

活
動
、
森
の
利
用
と
い
っ
た
自
給
自
足

的
な
活
動
と
、
地
縁
・
血
縁
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た
経
済
生
活
で
あ

る
。「
土
地
が
あ
る
限
り
、
現
金
収
入

が
な
く
と
も
、
自
分
た
ち
は
食
べ
る
に

は
困
ら
な
い
」
と
。
自
分
た
ち
の
豊
か

さ
を
強
調
す
る
人
に
出
会
う
こ
と
も
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
的
な
物
資
、

輸
入
食
料
、
施
設
、
学
校
教
育
、
資
本

主
義
的
な
経
済
機
会
へ
の
欲
求
も
存
在

し
、
そ
う
し
た
物
資
な
ど
の
不
足
や
近

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

太
平
洋
島
嶼
国
の
開
発
と
資
源

　
　
―
―
持
続
可
能
な
開
発
と
生
存
戦
略今

泉　

慎
也　
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代
的
な
諸
制
度
と
の
距
離
を
実

感
す
る
と
き
、
そ
れ
ま
で
豊
か

だ
と
言
っ
て
い
た
人
が
、
急
に

貧
し
い
、
と
言
い
出
す
。
同
じ

状
況
に
お
い
て
も
文
脈
に
応
じ

て
豊
か
さ
と
貧
し
さ
を
行
き
来

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
貧

し
い
現
実
が
人
々
の
眼
を
開
発

に
向
か
わ
せ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
々
は
、
国
家
が
主
導
す

る
経
済
開
発
で
は
な
く
、
身
の

回
り
に
あ
る
自
然
環
境
に
配
慮

し
た
農
業
、
漁
業
、
林
業
に
こ

だ
わ
る
こ
と
で
、
従
来
の
サ
ブ

シ
ス
テ
ン
ス
経
済
と
の
連
続
性
を
維
持

し
、
開
発
過
程
に
お
け
る
状
況
を
自
分

た
ち
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
意

味
で
の
自
律
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。

経
済
成
長
を
ひ
た
す
ら
追
い
求
め
る
の

で
は
な
く
、
人
と
周
囲
の
自
然
環
境
と

の
調
和
の
も
と
に
あ
る
自
律
・
自
尊
の

社
会
確
立
を
開
発
の
方
向
性
と
す
べ
き
、

と
ま
と
め
る
。

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

最
初
に
三
つ
の
パ
ネ
ル
報
告
が
行
わ

れ
た
。
ま
ず
、
桜
井
国
俊
・
沖
縄
大
学

名
誉
教
授
が
、
大
洋
州
の
一
一
島
嶼
国

を
対
象
に
都
市
廃
棄
物
管
理
の
総
合
的

改
善
を
支
援
す
る
Ｊ
―
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
た
。
島
嶼
国
の

廃
棄
物
管
理
の
特
色
と
し
て
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
急
激
な
変
化
に
と
も
な
う

ゴ
ミ
の
量
と
質
の
変
化
、
島
の
狭
小
性

に
よ
る
埋
立
地
確
保
の
困
難
性
、
先
進

国
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
場
か
ら
の
遠
隔
性

が
あ
る
。
島
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
廃
棄
物
が
島
内
に
蓄
積
し
、
不
適
切

な
管
理
に
よ
っ
て
深
刻
な
環
境
被
害
が

出
て
い
る
。
日
本
政
府
は
二
〇
〇
〇
年

か
ら
サ
モ
ア
に
あ
る
地
域
的
国
際
機
関

で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
（Secretariat 

of the Pacific Regional Environ- 
m

ent Program

）
と
協
力
し
、
地
域

全
体
の
廃
棄
物
管
理
の
戦
略
を
作
成
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
埋
立
て
に
つ
い
て
福
岡
方

式
で
の
改
善
を
サ
モ
ア
、
バ
ヌ
ア
ツ
で

行
い
、
フ
ィ
ジ
ー
の
学
校
で
は
ゴ
ミ
教

育
と
い
っ
た
改
善
事
例
を
作
り
、
そ
れ

を
地
域
に
広
げ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
小
規
模
島
嶼
国
で
健
全
な
物
質

循
環
型
の
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
３

Ｒ
に
「
リ
タ
ー
ン
」
を
加
え
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
島
で
処
理
で
き
な
い
も
の
は

生
産
国
な
り
に
戻
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
パ
ラ
オ
は
容

器
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
法
制
化
し
た

（Container D
eposit Legislation

）。

新
た
に
出
て
き
た
課
題
と
し
て
「
災
害

廃
棄
物
」
が
あ
る
。
今
年
三
月
の
巨
大

サ
イ
ク
ロ
ン
「
パ
ム
」
に
よ
っ
て
バ
ヌ

ア
ツ
な
ど
で
被
害
が
発
生
し
た
よ
う
に
、

近
年
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
が
急
増
し

た
。
災
害
の
た
び
に
発
生
す
る
多
量
の

廃
棄
物
の
管
理
を
適
切
に
し
な
い
限
り
、

貴
重
な
埋
立
地
が
あ
っ
と
い
う
間
に
埋

ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

　

次
に
、
株
式
会
社
ア
ミ
タ
持
続
可
能

経
済
研
究
所
代
表
取
締
役
の
佐
藤
博
之

氏
は
、
震
災
後
、
宮
城
県
南
三
陸
町
に

お
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
自
立
・
分
散

型
の
地
域
作
り
を
太
平
洋
島
嶼
国
に
お

い
て
展
開
す
る
た
め
、
一
年
半
前
か
ら

実
施
す
る
パ
ラ
オ
で
の
調
査
の
結
果
を

紹
介
し
た
。
パ
ラ
オ
で
は
リ
サ
イ
ク
ル

が
行
わ
れ
ず
処
分
場
に
は
紙
で
も
何
で

も
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

多
く
の
課
題
を
同
時
に
解
決
す
る
た
め
、

第
一
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
紙
な
ど
乾

い
た
廃
棄
物
の
燃
料
化
と
発
電
、
第
二

に
、
生
ゴ
ミ
、
家
畜
の
糞
尿
、
下
水
ス

ラ
ッ
ジ
な
ど
ウ
ェ
ッ
ト
系
の
廃
棄
物
を

バ
イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
電
気

と
肥
料
に
変
え
る
こ
と
、
第
三
に
、
島

内
で
処
理
で
き
な
い
古
タ
イ
ヤ
は
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
、
日
本
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
セ
メ
ン
ト
工
場
に
持
ち
込
む
こ
と

で
資
源
化
を
は
か
る
循
環
型
シ
ス
テ
ム

を
提
案
し
て
い
る
。

　

第
三
の
、
小
柏
葉
子
・
広
島
大
学
大

学
院
社
会
科
学
研
究
科
教
授
の
報
告
で

は
、
太
平
洋
島
嶼
地
域
の
経
済
統
合
に

お
い
て
労
働
移
動
の
自
由
化
が
争
点
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ひ
と

つ
は
一
四
の
太
平
洋
島
嶼
国
の
間
で
自

由
貿
易
地
帯
を
作
ろ
う
と
す
る
Ｐ
Ｉ
Ｃ

Ｔ
Ａ（Pacific Island Countries T

rade 
A

greem
ent

）
に
お
い
て
は
、
熟
練

お
よ
び
半
熟
練
の
労
働
力
に
限
っ
た
一

時
的
移
動
制
度
を
設
け
、
島
嶼
国
の
な

か
で
ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
人
材
不
足
が
開
発
の
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
島
嶼
国
に
お

い
て
、
新
た
な
労
働
市
場
が
変
化
を
生

み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
他
方
、

島
嶼
国
に
域
内
先
進
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
加
え
た

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
プ
ラ
ス（Pacific A

gree-
m

ent on Closer Econom
ic Rela-

tions Plus

）
の
交
渉
で
は
、
両
国
が

労
働
移
動
の
自
由
を
盛
り
込
む
こ
と
に

消
極
的
で
停
滞
し
て
い
る
。
両
国
は
す

で
に
島
嶼
国
か
ら
の
農
業
分
野
で
季
節

労
働
者
の
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
他
方
、
モ
ノ
の
自
由
化
の

メ
リ
ッ
ト
の
少
な
い
島
嶼
国
は
労
働
移

動
の
自
由
を
譲
れ
な
い
問
題
と
位
置
づ

け
る
。

　

最
後
に
、
カ
ブ
タ
ウ
ラ
カ
准
教
授
か

ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
、

日
本
が
残
し
て
い
っ
た
劣
化
し
た
爆

弾
・
実
弾
な
ど｢

戦
争
廃
棄
物｣

へ
の

取
組
み
も
行
う
必
要
が
あ
る
、
と
の
問

題
提
起
が
あ
っ
た
。

（
い
ま
い
ず
み　

し
ん
や
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

研
究
企
画
部
上
席
主
任
調

査
研
究
員
）


